
轟
瓢
醐

一説

温

情

主

義

と
労

働

問

題

-
箆
…
…
・…
肌・・…
…
・…
注
學
情
士

手

数

料

決

定

上

の

二

問

題

…

…
・…
…

・…
・…
法
學
博
士

モ

リ

ス

の
丈

明

観

ご
藝

術

親

ご
労

働

親

…
・-
法
學
博
士

所

帯

統

計

概

説

(
二
、完
}
…
…

・…
…
…
・…
…
∵
・法
學
博
士

キ

ヤ

ナ

ン

の
富

の
概

念

に
就

き

て

(
ご

…
…
法

學

士

{時

事

問

題

智

識

階

級

の
解

散

…

・…

・・…
…
…
.…
…
…
…
.法
學
博
士

朝

鮮

の

財

政

猫

立

に
就

て

…

…
…
…
…
…
・…
法
華
博
士

薙

一

　録

生

活

費

の
組

織

的

研

究

の
必

要

・…

…
…

…
注
學
博
士

判

任

官

生

活

の
實

献

.…
…
…
…
…
・…
…
:
:
.:
法

學

士

凋

逸

大

銀

行

の
取

引

所

仲

立

業

に
就
き
て
・…
法

學

士

我

國

卯
搬
新

ブ

ー

ル

ヂ

ヨ

ア
階

級

の
成

立

(
二
、完
)
…
…
・

カ

ン

ニ

ン
ガ

ム
博

士

逝

く

…
…
・…
…
・…

…

・法

學

士

京

都

帝

國

大

學

経

済

學

會

第

一
回

講

演

會

記

事

・…
…

石 財 河 聯 田

川 部 田 戸 島

興 静 嗣 正 錦

二 治 郎 雄 治'

戸

田

海

市

小
川

郷
太
郎

山

本
美

越
乃

汐

見

三

郎

大

森

研

造

.圓

谷

弘

本

庄

榮

治

郎



論

説

皐

リ
ア
。
、モ
,
ス
の.講

親
義

旗
理
舞
働
親

筆

巻

ウ

ヰ

リ

ア

ム

、

モ

リ

ス

の

丈

明

観

オ
.

藝

術

観

ミ

勢

働

観

〔第

}
號

二
八
V

二
八

「

海

田

嗣

郎

「

.

緒

言

事

ド
、
　

・
ゾ
ズ
・
・
關
・
・
勢

見
解
・
就
・
て
は
・
本
誌
上
に
敷
里

を
紹
介
し
て
難

惹

一
一
に
は
董

に
4
.
チ
良

の
思
想
に
劃
し
て
大
・
・
.・

影
響
・
與

・
、
美
術
工
藝
覆

活
募

響

の
皇

舞

働
制
。
翌

ご
を
行
は
ん
こ
す
る
其
・
嚢

籔

・
て
、
.理
論
的
根
響

與

へ
・
奏

纏

憬
を
起

さ
し
め
鴎

填

の
護

の
生
れ
出
づ
・
を
扶
け
・
・
愈

・
言

・
・
ア
…

養

・
藝
衛
視
ご
・
引
い
て
生
せ
募

一

働

響

を
窺

っ
て
見
た
い
患

ふ
。

,

冨

リ
ス
氏
は
乱日時
の
美
術
が
人
野

営
・
生
響

離
・
・
か
・
嘗

・
係
・
有
し
・
箆

藝
術
ピ
手
工
垂

-

厳

し
。
,
し
慧

。
、
漸
・
に
攣
化
し
て
、
美
術
椅

　

美

術
・
響

・
美
術
　

り
牟

工
は
漸
次
に
其
・

一
の
藝
駕

萎

契

ひ
て
羅

・
.る
勢
響

化
・
、
美
童

磐

大
・

茎

護

・
齎
芸

高

鷺

手
工
は

「勢
働
こ
し
て
漸
次
・
手
段
化
・
・
れ
、
從
・
勢
働
・
人
生
・
凄

た
ら
ず
し
て
嘉

ご
　

・
た

ゴ
　
　

ご
お
　

一
ε
。
徳

行
は
る
、
に
至
れ
る
近
跨

装

・
擬

・
・
、
.蕩

を
目
的
化
・
・
手
工
暴

術
あ

一
致
を
栞



糠

饗

馨

塞

悪

闘
係
を
鵡

讐
個
の
た
毛

・を
警

魔
善

罠

`

露
藤
離
漿
鎌
鱒
欝
簸
黙
聲

τ

て
終
っ
た
。
併
長

の
藝
魏

募

働
響

は
∴
「鑑

の
如
愛

、・
・
良

等
患

楚

大
い
に
霧

芸

所

渣

、
.
・
ン
チ
良

の
・
-
第

、
ギ
ル
ヅ
に
騙
す
・
農

の
如
き
・
其
の
懸

の
犠

に
於
て
モ
妾

氏
に
負

瞬

離

婁

ら
ざ
・
も
・
あ
・
を
思
・
蕩

・
。
斯
-
・
す
.
民

暴

窺

及
募

鑑

岩

出
・
た
・
肚

…
會
妻

思
想
は
、
貧

に
至
つ
喬

・
活
き
た
・
力
を
叢

レ
で

あ
る
次
等

め
る
・

冨

リ
ス
氏
思

想
・
ぞ

は
墾

の
形
・
於
・
優

っ
て
居
・
が
、
其
の
藩

集
に
肇

も
・
嚢

は
農

に

一
一
一

募

思
想
を
窺
・
こ
羨

出
秀

の
で
あ
・
。
.而
・
で
氏
の
審

圭
藷

理
想
を
描
け
豊

　

・
.豊

。
尋
　

～は
撮
る
廣
く
知
ら
些

t
居
る
.
併
し
食

・
懸

・
智

ん
餐

め
に
・
、
其

・
藝
術
響

盟

・
述
・
た
・

　諸
。℃。、
.、二
尉
。・.・
♂
・
》
・・を
見
・
叢

・
響

・
・
響

・
・
。
此
・
講
塑

中
・
於
・
・
氏
・
蕃

註

會
.

覇

讐

の
問
に
存
す
る
關
係
を
明
示
し
て
居
・
の
で
あ
る
。五辱

が
此
所
に
傳

へ
ん
享

・る
所
の
氏
の
主
張
も
・主
.

…
。
し
て
之
籔

・
次
薯

あ
・
。
聴

・)・一

・『
喜

窪

に
於
で
も
、
現
箆

魯

塁

の
嚢

・
挙

る

…
反
抗
ご
、
眞
實
旨

由
な
・
人
間
の
生
甲
斐
あ
・
生
存
の
.何
物
な
る
か
盗

る
忌

が

祟

る
麦

彼
の

穿

一
℃
.西
..ヨ
、
。・
・画・…

於
て
・
、
諸

人

の
向
上
努
力
・
依
・
て
造
ら
ゑ

き
・
佳
き
世
界
鋳

す
臭

い
な
る

論

説

ウ
・
リ
ア
・
、・
・
あ

畜

響

藝
窺

鼻

働
観

第
蓬

(笙

號

二
九
)

二
九

..

㌧
.



…
。

説

。
ヰ
リ
ァ
ム
、
モ
リ
・
の
糞

垂

甕

藷

親

筆

巻

童

號
.
三
。
二

三
。

　
渇

仰
を
、
爾

た
る
嚢

ε

て
墜

・
嘉

出
駕

.

.

一　

…

、
鴫

現

代

豊

明
.
(券

功
轡

毒

)

…

ポ

・
婁

誓

を

藻

　

て
・
愚
蒙

ね
・引

き
て
其
誘

饗

は
む
が
爾
め
　

魂

づ
氏
の
現
斐

・
曼

・
・
見
地
姦

・
て
暴

け
れ
ば
な
亀

一
翫
纏

蝿

誕
難

価儲鹸

繍
経

験
蕪

鯛嫉

」る
.
而
し
て
氏
の
考
に
依
れ
ば
、
肇

は
日
常
幕

・
緩

・
依
・
て
饗

発

・
・
の
亘

る
こ
`
が
出
薯

惚

。
。
て
、
文
明
の
榮
委

る
時
代
墨

飾
美
術
・
榮
…

時
代
・
、
.其
・
職
人
は
多
く
は
産

せ
ら
れ
た

　
る
人
々
、
薯

も
、
彼
等
は
暴

の
上
に
於
て
は
畠

・
あ
翼

.
決

・
て
轟

・
鶴

舞

如
く
・
其

の
人
格

一
一の
上
。
も
、
其
。
仕
事
の
走

、
、
轟

せ
£

抑
響

髭

・
・
者
…

ぎ

茗

の
で
あ
勉

㌧

鳶

鱗

鹸

多
一

億

家
が
あ
っ熱

云
へ紺

　
れ
髭

に於
け

染

ら
も
遙
。
に
そ

の
垂
理

る
仕
壽

が
あ
っ
喰
。
此
等
・
人
・
は
欝

警

急

馨

表
現
し
な

嚢

親

芋

し
・
は
在
り
得
・
加
…

で
・

・
.
從
・
其

・
製
・
品
・
・
禁

あ
り
・
奏

し
か
つ
奉

で
あ
る
。

1)

2) 繍難総灘 糠 撚箏

L「



蕪

鎌
　擁

灘

　　製ド蕪

醤

一
蘇
醗
酵

霧

繧

矧越

鞭.鐘
嚢

較
縫

擁

悉
く
美
露

な
垂

作
品
寛

出
・
む
忌

は
讐

美
術
的
な
る
も
の
鮭

を
蕎

聾

し
て
殊
再

求
め
な

～け
鞍

鋪

蔀

代
の末
　

　

は
漸
次
　
酢

近
代
に
於
て
一

勢

窟
度

　
底

。、
衰
退
。
、
曾
て
は
蕎

的
な
・
製
作
品
た
り
し
物
も
、
絡
縫

械
.を
以
・
大
量
的
に
甚

せ
暑

＼
.に
至

」

、
祭

も
其

の
機

・
人
ご
名
け
ら

で

も
の
・
・
舞

な
ら
ざ
義

撃

す
・
見

・
に
至

っ
た
・
斯
く
て
今

顯

鍔
総
轄

鷺

瞳粒聚

籍

難
紮
蕪

儲暴

…

に

至

っ

た

。
.

,
.
.

,

渉

考
へ　

…

　

　

　

舞

　

・
　

　

　

る
`
同
　

そ
が

毒

代
の
善
萎

・
も
・
を
蔑

し
て
、
殺
風
景
な
・
商
工
嚢

の
舞

を
産
み
出
せ
・
様
を
述

べ
て
芝

藩

論

"
説

・
ヰ
.・
ア
・
、
・
・
あ

畜

蓼

藝
鏡

尋

魏

第
+
巻

(笙

號

三

[
.)

[三

・

届

、



論
・
.説

卑

リ
ア
・
、
㌻

あ

講

親
養

親

尋

鶴
.

第
+
・巻

〔第

一
號

三
二
)

三
二

一
惜

活
歎

ず

る
の
で
あ

る
。
其

の
説

く
所

は
次

の
や
う
で

み

る
。

「

十
九
世
紀

は
塞

に
商

業
の
世
紀

∩
窪
ε
蔓

亀

∩
o
日
∋
臼
8

ご
呼
ば

る

＼
時
代

で
あ

る
。
此
世
紀

が
駕

し
遂

げ

π

…
る
渠

は
決
し
て
蔑
視
裏

き
も
の
で
は
な
い
。
む
は
多
あ

謬
見
を
打
破
し
て
・
從
來
は
冬

徐
々
に
漱

へ
ら

一
れ
π
る
に
過
ぎ
な
か
つ
だ
多

く
の
事
柄
を
急
速

に
敏

へ
た
。
そ
は
多
く
の
人
々
を
し
て
自
由

の
生
活
に
入
る
を
得

`

一
せ
し
め
た
。
此
等
の
人
々
は
他

の
時
代
に
於
て
は
、
肉
禮
的
に
又
は
精
神
的

に
叉
ば
身
神
典
に
奴
隷
,窪
し
で
生

風

…
る
の
外
は
な
き
も

の
で
あ
っ
た
。
ヌ
そ
は
全
世
界
に
完
全
な
る
卒
和
ご
正
義
ご
を
普
及
せ
し
む
る
こ

ご
は
出
來
な

　
ぶ

っ
た
に

せ
よ
、
.併

し
大

い
に
力
強

く
正
義

ε
平
和

,可
を
促
進

せ
し
め
た

こ
・迄
は
、

之
を
争

ふ
ご
ε
が
出
來
凝

。

洵
に
+
九
世
紀
の
爲
し
遂
げ
華

美
は
、
善
き
事
柄
で
姦

曲
の
事
柄
で
あ
っ
π
が
、
.唯
併
し
乍
ら
其
の
事
業
は

面

何
に
も
組
香

篤
し
浮

ら
れ
た
。
無
銭
砲
は
凄
じ
轟

を
以
て
行
は
嚢

・
膏

的
猛
進
も
歪

な
.る
速
度

を
以
て
行
は
巽

。
其
の
結
果
ε

て
二
+
世
紀
は
此
の
無
鐵
砲
の
跡
始
末
を
爲
し
、
又
急
ぎ
馨

仕
事
の
馨

る
多
く
の
濫
費
を
整

へ
る
に
、
忙
殺
せ
ら
る
、
こ
芒
.τ
あ
ら
う
。

.

一

.

斯
る
が
散

超
現
時

に
於
て
は
、
多
く
の
装
飾
美
術
の
如
き
も
、
所
謂
商
業
主
義
な

る
も
の
、
爲
め
に
打
亡
ぼ
さ

れ

て
居

る
。
東
洋
諸
国
の
此
程
の
小
美
術
が
、
西
洋
文
明
特
に
共
の
産
業
主
義

の
侵
人
の
矯

め
に
破
壊
せ
ら

る
、

有
様
を
見
よ
。
現
に
印
度
の
如
き
に
在

ユ

、
も
、
英
国
の
支
配
は
遠
慮
憲

な
箕

の
寳
玉
紙
工
や
・
金
鳳
細
工

や
、
陶
濡

や
、
・
・
り

.
更
紗
や
、
錦
欄
磐

、
絨
羅

や
を
打
窪

し
て
居
る
。
そ
し
て
葵
鍔

政
府
は
・

●



　
英
国
民
衆
の
要
求
を
満
さ
む
が
薦
め
に
、
其
代
り
に
安
償
に
し
で
、
粗
悪
な

る
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
類
を
製
造
せ
し
め

ゼ

居

る
。
.新

宅

今
や
印
度
の
美
術
工
藝
は
死
滅
せ
.ん
ε
し
つ
・
あ
る
。
而
し
て
そ
は
實

に
現
代
文
明
の
商
業
主

」
義

が
駕

し
遂

げ

つ

、
あ

る
事
業

で
あ

愚
。
.

・
.

'

「

併
。
詣

が
暴
逆
を
働
き
π
塾

し
て
も
、
之
を
救
導

べ
き
擾

、
更
菱

明
を
進
め
・
よ
轟

、
何
れ
に

…
ち
存

せ
な

い
。

激
育

は
質

に
於

て
も

、
量

に
於

て
も
大

い
に
増

加

さ
れ
な

く
て
は
な
ら

訟
。
十

九
世
紀

が
「
商

業

の
世
紀
」
ご
呼

.

ノ

コ

…
。
る
。
き
も

。
で
あ

。
。
ら
。
,
二
+
世
羅

『
書

の
蓮

ご
。
。
ら
。
な
-
て
は
な
ら
禰
.
然
し
警

ご
い

.

ふ
も
の
が
、
.學
校
教
育
を

の
み
意
味
す
る
に
あ
ら
ざ
る
こ
ε
は
、
絮
説
を
要
せ
ざ
る
所

で
あ
る
が
、
終
日
勢
働
に

従
事
し
て
、
僅
か
の
時
間
し
か
思
考
を
廻
ら
す

べ
き
暇
を
有
せ
ざ
る
者
を
、
如
何
に
し
て
轍
青

し
得
る
か
。
.
「
生

一曹

涯
の
中
、
肉
艘
的

に
も
精
神
的

に
も
、
最
も
獲
達

す
べ
き
時
期
を
ば
、
唯
だ
働
き
て
過
で
す
人
々
を
、
如
何
に
し

董

・
し
得
・
か
.
か
・
・
人
・
は
、能
毒

…

美
術
攣

・
　

覆

・
.・
溶

あ
・
甚

、

騨

認

書

す
る
こ
羨

暴

ぬ
の
で
あ
・
。
彼
葦

啓
獲
・
麦

唄
・
・
ら
・
む
る
こ
隠

出
費

の
で
　

..

.
解

….

文

明

ご

い

へ
ば
総

て
の
人

々
を

一
齊

に
導

き
行
4
文

明

て
な

く
て

は
な
ら

ぬ
。
然
ら

ざ

る
交

明
は
亡
滅

に
蹄

了

m

　
る
を
免
れ

ぬ
の
で
あ

る
。

面
し

で
他

の
、
総

て
の
人

々
の
爲

め
に
存

せ
ん

と
す

る
文

明

"
、
其

の
地
位

を
譲
ら

ざ

㎜

一
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。
希
臘

や
羅

馬

の
文

明
は
實

に
燦

爛
た

る
文

明
で
あ

っ
た
け
れ
こ
も
下

そ
は
奴
隷
制
度

の
.

助
・

一
論

説

ウ
ヰ
リ
7
ム
、
鴫
リ
ス
の
交
明
観
ミ
藝
術
親
ご
拶
働
観

第
+
忠

(第

「號

三
三
)

三
三

マ 髄

.

,



一

論

説

・
ヰ
リ
ア
ム
、
モ
リ
・
謡

・
・
講

募

・
・
.

筆

巻

〔叢

三
四
)

三
四

欝
欝

糞

鯵

ゆ瑚鰐

難

縫

縮
覚

一、

γ

、

、

一　謂
認

鵜

飜

訳媚雑

穀
鰐

鷺

甥
期献懇

「謙
　雑
　聾
構鰹

欝

欝
蟻
鱗

　鱒
鰭

欝
嚢

煕
鱈
欝
饗
簸
韓

響

依

り
。
、
支

へ
ら
れ
た

・
だ
け

、
之

を
打
亡

ぼ
す

錘

重

の
で
あ

る
.

灘

鱗

蕪
謬
槻繕

霧

難
船包

而
し
て
現
時
の
最
も
大
い
な
る
鰯
害
は
人
・
の
大
姦

が
、
葦

生
・
葬

藩

臣

ら
鎗

の

..



翼

味
を
も
威
菩

暴

動
に
、
看

自
の
能
力
を
覆

せ
し
む
・
に
足
象

る
講

に
・
箆

最
藩

む
べ
き
は一

、太
い
な
羨

制
に
依
り
表

欝

に
之
振

事
芸

至

か
ら
ざ

・
蕩

に
・
従
事
し
つ
＼
あ
雪

之
で
あ
る
・

.然
し
入
・
は
蓮
か
髭

の
慧

奮

覆

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
登

農
人
ε
し
て
生
存
の
嚢

を
高
唱
す

」・
こ
蕎

奪

て
　

孟

・
然
省

く
之
套

・
む
る
も
　

美
術
の
外
に
在
せ
　

.
人
　

漉

の
奴
隷
的
境
遇
よ
り
解
放
す
…

は
、
箆

美
術
・
昊

・
任
務
・
、
文
典
の
最
・
光
榮
・
・
任
務
で
あ
る
・

書

目
的
に
向

っ
て
進
む
緩

り
・
蕎

・
、
盆
・
自
・
を
滞
・
し
、
其

・
完
成

の
勢
を
促
進

せ
し
む

る
量

る

一
の
で
あ
る
.
而
。
て
そ
は
實
に
藝
鯉

於
・
も
婆

な
る
ζ

・
・フ
γ

を
出
現
せ
・
む
る
こ
忌

封
ず
る
努
力

を
凝

す
る
の
で
あ
ぞ

、
・
雌

臼誓

仕
事
を
蕎

・
・

・
…

し
む
・
こ
蕃

意
味
す
る
の
で
あ
勧
・

一.

二

人
生
と
藝
術
と
勢
働一

…モ
リ
ス
氏
舞

働
・
喜
を
高
唱
・
　

・
で
・
・
.
而
し
て
喜
…

欝

・
・
畠

で
轟

や
強
制
を
受
け

」な
い
欝

で
な
・
て
・
な
ら
ぬ
.
自
ら
好
・
暫

從
・
て
欝

…

於
て
は
蕩

・
決
・
て
苦
痛
で
な
く
・
喜

醸

あ
る
.
而
し
て
蕃

蕩

に
於
け
る
麗

・
嚢

が
即
・
藝
誓

・
だ
か
・
・
蕃

ざ
い
ふ
も

の
は
・
聾

藝
術

の
爲
め
に
存
在
す
る
の
で
は
亨

、
日
常
普
蕩

蕩

・
藝
循
守

響

善

・
な
く
・
日
響

通

の
製
作

…口叩
が
美
術
.叩
な

得

る
の
で
あ
る
.
・
れ
暴

動

轟

術
化
す

詮

・
ふ
忌

は
・
■勢
働
を
し
て
畠

な
る
愉
快

輪

読

ウ
坤
"
ア
ム
、モ
ゾ
委

還

幕

親
善

魏

雫

竺

第
蔑

三
互

三
五
一

.
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。

。

　

リ
ア
ム
、モ
リ
・
の
・
明
観
奇癖

罪

霧
.

・
・
竺

霧

皇

ハ)

三
六

難

業
饗

霧
揖藩

杁謄
潅

翼
難

鱈罷

撫
繋
鬱
鬱

撒　繕

霧

　崎

鑑

り雛

鐸

獺働㍑鑓

鍔
簿

響

回護

　

あ

根
抵
を
籍
す
嘉

で
あ
・
。

一
一
斯

る
が
故
に
モ
リ

民

は
謂

ふ
や
う

'

畜

に
.サ
ウ
ス
、
ケ
ン
シ
ソ
ー
ソ
の
霧

撃

訪
・
・
　

・
湯

は
如
何
　

の
驚
く
憂

し
垂
.

'

　
一
術
.叩
が
陳
列
せ
、
れ
。
あ
る
こ
・
よ
。
響

此
等
馨

霧

鐘

も
古
嚢

に
於
　

日
用
の
必
要
.

灘
鱗
灘

　繕
　卿麟

　鱗
慰
,

廠

な
く
、
今
日
に
遺
れ
.る
も
の
発

y
、
遇
欝

れ
・
・
て
警

・
…

響

ぬ
・
然
る
に
も
拘
美

そ
'

、



ぢ

驚
く
べ
く
美
し
き

ご
よ
。　

一
樹
又
此
等

の
小
美
術
・叩
は
、
な
に
も
名
あ
る
美
術
家
に
依
り
て
考
案
せ
ら
れ
、
名
工
が
苦
心

の
碧

し
て
遺
せ

る

も

の
で
ば

な
い
。
普
蓮

の
指
物

師
や
普
通

の
職

人

(8
三
日
。
ロ

塗
[9
くい
)
が
共
日

々

に
於

け

る
尋
常

⑳
仕
事

ε

　し

て
、
之
を
製

作
し

た
も

の
た

る
に
過

ぎ

粗
。

而

し
て
此
等
當

時

の
職
人

は
ギ

其

の
製
作

を
ぱ
、
勢
苦

ご
し
た

で

　あ

・
う
奮

云

へ
ば
、
決
・
て
そ
う
で
な

・
・
仕
藷

掌

・
雰

な
・
麗

を
以
て
・
楚

し
て
畜

製
作
レ

「た
も
の
患

は
…

r
.

「
.・

.̀

「

.

幽

一
更
髪

之
を
建
築
に
就
て
見
よ
。
現
今
英
国
の
餅

に
遺
逡

多
あ

喜

建
築
物
は
、
や
傲
り
之
魯

塒
成

人
の
住
居
た
り
、
或
は
人
々
の
新
禧

の
場
所
た
り
し
普
通

の
建
物
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
之
を
建
築
し
た
者
は
叉
堂

々

.

π
る
建
築

の
大
家
こ
い
ふ
わ
け
で
は
な

い
。
多
く
は
之
れ
村

の
大
工
や
村
㊨
鍛
冶
や
左
官

や
の
手
に
成
れ
る
も

の

～で
、
や
は
島

.遮

.餐

髭

・
所
作
碧

に
外
・
亀

祭

・
其
筈
は
會

に
於
て
は
・
有
名
な
る
大
家
も

.

よ
薪

あ

如
き
も
の
を
建
て
響

る
審

美
は
し
き
も
の
ε
し
て
遺

っ
て
居

る
・
而
し
て
古
代

の
普
通

の
製
作

が
、
よ
《
斯
の
㌍

な
る
を
得
た
質

」の
も
の
は
、
其

の
製
作
が
喜
を
以
て
行
は
れ
盛

働
を
苦
痛
喜

な
か

っ

た
か
ら

で
あ

る
。

…

砦

覆

の
讐

鷺

最
も
慧

す
べ
島

で
あ
・
.
醤

の
藷

を
形
造
・
萎

は
・
人
が
其
の
勢
働
に
於

…
け
る
喜
を
表
現
せ
る
所

に
存
す
る
。
而
し
て
人
は
其

の
幸
耐
を
表
現
す
る
こ
ε
な
し
に
は
、・

其
の
勢
働

に
獲
て
幸

…
論

説

・
寸

ア
・
、
・
・
あ

竈

親
善

霧

碁

親

筆

奮

童

號

三
七
)

三
七

.



」

。

説

,
ヰ
リ
ァ
ム
、
モ
リ
・
の
・
明
翼

鏡

謡

・
.

・
・
費

舞

三
八
)

三
八

福

な
。
こ
。
が
出
来
蹟
・
で
あ
・
て
、
殊
援

が
麓

・
毒

・
或
方
塞

働
に
華

る
場
A
、
に
於
{

一
う
。
あ

る
.
自
然

憲

の
中

・
最
も
親
切
・
憲

・
之

募

・
・
誓

な
れ
ば
・
総
て
の
人
は
L

否
、
総

て
の
.

　物
妻

,
。
あ
。
が
一

嵩

せ
・
け
れ
…

祭

毛

あ
・
・
犬
・
狩
・
る
を
普

し
・
馬
足

る
を
蛭

藻

鱒

鑓

線

事
物
は
悉
く
其
の
所
を
得
て
、
自
己
の留

　
重

　

敏　

、縫

灘

鵬
霧

け馨

羅

解
叢

蕪

財欝

、蘇

舞

藷

羅

蒋

駒場

な
《
過
溶
行
く
の外
は
な
塗

の結
果
・
　

何
・

言

れ
ば
現
今
の
文
明
國
に
於
…

肇

・
任
務
舞

働
を
レ
・
総
て
の
人
里

覆

蕾

む
る
に

噂

す
る
.
而
し
て
不
幸
な
る
蕩

の
量
を
減
す
る
こ
嵩

・
て
、
・
來
得
・
瞑
し
の
萎

え

か

れ
ば
な
.

　ら

む

む

　

～
　

　

　

於
・
・
　

　

あ
る
恥
・
　

　

　

る
　

あ
る
、
之

を
好
む
ε

.

廟鍵

鍵
翫讐

謬

翫離

離

難

航駐



.

、忍

髷

護

多
の
鯵

・
於
て
轟

・
砦

・
養

・
に
・
鬱

蒼

巷

蕩

に
於
て
+
分
な
る
喩
快
を
見

画

し
・
、
喜
む
で
之
蓬

行
ず
る
こ
慕

出
番

。
從
・
今
を

驚

・
蕩

・
藷

の
も
の
喜

ら
れ
之
に
從

筆

。
笙

涯
の
黍

壽

へ
ら
…

至
っ
た
。
か

.・
募

働
の
下
侍

で
美
し
き
あ

募

れ
得
や
き

・

送

れ
婆

明
の
漿

。
向
っ
て
是
斐

も
必
要
な
を

ほ

、
ぐ

薩

欝

な
垂

働
を
制
限
・
結
局
塁

π

之
を
廃
除
す
べ
き
方
洪
を
講
ず

る
こ
巨

、
人
々
共
益
を
砕
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
芝

で
あ
る
・

成
程
、
肇

募

働
の
中

に
は
殖
分
聾

な
・
欝

で
、
多
あ

辛
響

要
す

る
も

の
も
な
い
、で
は
な
い
・
例

る

へ
ば
土
を
耕
し
覇

を
繋

る
が
如
・
は
歪

力
を
要
す
・
欝

・
あ
・
け
れ
署

・
奪

・
決
・
て
幾

的
の

も
の
で
は
な

い
。
之
に
與
ふ
る
に
相
當
な

る
休
憩
の
暇

ご
自
由
ε
十
分
な

る
報
酬
ε
を
以
て
す
れ
ば
、
人
が
之
を

爲
↓
て
不
幸
な

・
も
の
で
は
な

い
.
斯
・
が
故
・
漿

屡

せ
ら
ゑ

募

尠

い
ふ
は
・
か

＼
る
種
類
の
も

の

を
意
味
す

る
の
、で
は
な
毛

、
彼

の
璽

嚢

の
爲
め
に
、
餐

馨

的
な
・
購
買
最

費
あ

響

に
・
其
の

犠

牲

に
供

せ
ら

る

、
種
類

の
勢
働

を
意

味

す

る
の
で
あ

る
。

・

・

、

ゆ

蕩

が
総
て
の
人
嬉

・
て
漢

な
・
も
の
砦

・
至
ら
ば
・
美
誓

弦
旨

ら
星

紮

ら
慰

を
得
な
い

の
で
あ
る
。
何
ご
・
れ
ば
美
後

前
・
・

;
・し
・
や
・
・
、
蕩

・
於
・
・
言

・
喜
を
委

す
る
も
の
た
る
、

に
饗

ら
安

宅

あ
・
。
而
し
て
蕩

が
.人
々
嬉

し
て
.疲

的
・
愉
快
の
も
の

ご
な
久

喜

藝
術
の
生
れ

田
つ
る
お

な
,
ε
せ
ぱ
、
蕩

藝
霞

食

褻

の
響

茨

民

霰

の
間
・
量

れ
出
で

砦

も
の
で
ゼ

諦

観

。
サ

ア

ム
、
・
リ
ス
の
文
明
観

養

術
親
葵

働
観

第
蓉

(
第

一
號

三
九
)

三
九



」

論

説

。
ヰ
リ
ァ
.ム
、
モ
リ
ス
の
畜

翼

鏡

・・欝

魏

筆

巻

笙̂

號

四
9

四
。

　
は
之
。
爲
す
人
に
取
,
て
喜
悦
た

る
ε
羅

に
、
之
・
選

・
人
最

甚

・
毒

で
あ
る
・
釜

も
藝
術
が
う・
、

～よ
く
斯
の
如
き
も
の
・
り
得
む
が
墾

・
は
、
書

當

・
人
・
・
幕

的

昊

・
な
る
も
の
姦

要
ご
す

る
の
で

一
一
あ
っ
て
、
・
の
必
要
は
二
つ
あ
る
.
・
・
撃

藻

要

毛

あ
・
・
砦

薯

は

芳

を
行
へ
罐

方

一
は
之
に
依
り
'」
自
・
到
達
・
ら
ミ

の
・
・
を
忘
れ
て
は
な

・
a

響

憲

を
簡
素
に
し
て
・
螢

少
く
、

穆

を
蓮
ざ
-
れ
ば
、
不
實
高

く
の
必
要
織

・
、
暑

心
・
自

ら
・
護

・
れ
て
・
責
任
㌫

て
事
に
誉

這

ε
な
。
は
當
・然
だ
か
、
。
あ
る
.
人
・
塞

蒙

れ
ば
な
・
ほ
蓋

・
利
慾
心
が
強
く
な
り
・
他
人
を
排
斥
し

一
乏
。
。
。
。
、
冒

、
益
々
富
。
且
・
榮
え
ん
ご
誉

、
心
結

言

参

て
・
他
人
酋

己
窪

封
レ
て
誠
實

一

、
一
を
峡
ぐ
こ
ご
、
・
ら
ざ
・
を
得
な
い
.
冨
馨

む
讐

所
有
慾
・
轡

な
・
・
ε
か
く
奢
侈
は
他
姦

議
事

蔦

こ
系

し
に
は
、
行
。
れ
讐

、
の
で
あ
る
.
而
し
て
最
後
・
必
餐

・
金

葎

筆

墨

で
あ
る
・
之
め

一
る
に
依
り
て
藝
鯉

生
き
た
・
書

奮

、
蕩

は
眞
生
塗

得
る
こ
く

穿

の
で
あ
島
・

三

美
術
家
と
職
人
と
勢
働
者

砧

人
生
ご
蕎

ご
蕩

ご
に
謝
す
る
右
の
如
・
考
・
・
し
・
、
…

氏
・
・藝
術
ぎ

・
の
・鐵

の
野
働
者

.
瀬

以

外
、
専
門
的
に
壽

霊

め
・
講

.叩
・
作
善

・
ミ

・
で
は
・
く
・蕩

喬

同
特
に
幕

箸

あ
っ
て
、

㎜

。
豊

.通
。
欝

が
藝
欝

蓼

を
有
し
、
人
生
の
豪

、
行
書

普

し
て
作
品
が
蕃

甦

ち
な
け
れ
は
な

・

「

L,



「ぢ
.の
こ
す
る
6

で
あ
る
。
さ
れ
ば
美
術
は
日
常
普
通

の
什
器
.の
如
き
も

の
に
於

て
も
生
き
、
之
を
造
る
職
人
は
勢

　働
重

る
ご
繹

・
藝
藥

た
・
ね
ば
な
轟

享

・
。
而
・
て
蕩

者
が
同
警

藝
璽

た
・
得
ん
が
緯

ぬ

、
其

の
勢
働

は
自
由

な
る
も

の

で
、
之

を
駕

す
人

々

の
心

に
叶

ひ
、
之

を
爾

す
ご
ε
が
無

上

の
喜
悦

た
.5
.ざ

る

亙

か
著

る
も

の
な
り
手

る
の
で
あ
る
・

●

　
さ
れ
ば

。
,
民

は
、
馨

死
馨

ん
手

・
藝
婆

救
ひ
、
特
に
装
鵠

な
る
小
美
術
を
救

ひ
て
・
工
藝

の

鷹

番

さ
ん
餐

・
に
は
、
之
屠

・
人
・
は
、
塁

の
職
菱

募

働
に
掌

る
+
分
な
壷

蟹

臣
慧

ε
を
以
て
、
猛
然

と
時
勢
に
封
抗
し
て
自
家
の
立
場

を
守
り
、
時
勢
を
導
き
て
之
を
政
善
ず

る
に
努

め
な
け
れ
ば

な
鼠

こ
す
る
の
で
め
る
。
帥
ち
氏
の
考
に
從

へ
ば
、
装
飾
美
術

鋳

す
る
救
済
の
道
は
、
.之
に
當

暑

が
・
温

石

を
碧

て
、
少
警

・
纂

者

の
甘

心
集

め
て
走

る
に
依
り
て
は
行
は
れ
な

い
・
之
姦

は
含

な
ら
ば
・

虻
ハ働
は
自
ら
其

の
技
術
に
當

る
人

々
よ

ク
出

で
て
來
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
の
で
ぬ

る
。彼
等
は
導

眠
れ
て
は
な
ら
ぬ
、

導
か
な
け
れ
婆

盆

の
で
あ
る
。
彼
等
が
自
ら
眞

の
藝
禦

た
る
に
書

ぱ
、
世

の
流
行
は
彼
等
に
依

り
て
作
.

ら
れ
、
世
は
從
瀬

に
彼
等
に
從
ひ
来
る
筈
で
あ
る
。
面
々
て
眞
の
藝
術
家
た
ら
ん
ご
す
る
者
ほ
、
商
業

ご
金
儲

ざ

.

の
毒
牙
に
選

て
繁

鼠

。
自
ら
は
腕
に
纂

の
畳
斧

し
て
た
三

個
の
菜

虫
た
り
商
会

・
鑑

喜

る

に
、
さ
も
職
人
ら
し
き
顔
を
ず
る
盾
ご
、
眞
實

に
藝
術
家
κ
る
職
人
ε
混
同
せ
ら
れ
て
は
な
ら

の
の
で
あ

る
。

而
し
て
装
飾
美
術
品
を
製
作
す
る
職
人
は
、
職
人
乍
ら
も

幽
個
の
藝
術
家
ピ
し
て
、
彫
刻
家

や
書
家
の
如
き
ご
.

論

説

,
寸

ζ

、
・
三

の
畜

槻
・、藝
纏

・舞

鶴

.

謝

恵

〔第
覇

四

一
∀

塁

、

、

.

画



一
講

読

,
ヰ
リ
ア
ム
、
モ
リ
ス
の
畜

響

臨
、窺

鼻

鏡
.

箪

食

笙

號

四
≡

堕

一

湘

並
。
て
立
・
、
相
鬱

し
て
進
・、
・
け
れ
婆

孟

.
之

経

會
的
・
・
舞

的
・
も
・
可
也
困
難
な
こ
毛

一
は
あ
。
け
き

、
、
之
が
能
く
行
・
れ
能
諸

王

・
・
義

、
装
鵠

小
幕

璽

婁

る
生
存
は
出
青

い

…
の
で
あ
る
.
併
し
簿

此
歪

決
・
て
不
可
能
書

…

其
任
・
當

る
人
々
葺

に
褻
姿

的
に
生
き
を　

一
す
る
誰

を
有
し
、
文
墨

磐

・
葺

・
な
き
多
あ

霧

・
爲
・
婁

・
・
…

慧

・
・
少
し
ぐ
藝

箆

向
っ
て
掌

窒

り
ミ

.す
れ
ば
、
決
し
て
否

能
事
で
は
な
い
・

一
然
る
窺

鷺

職
ム

盤

渉
り
て
非
難
す
べ
き
こ
薩

、
馨

藁

作
品
・
優
誓

い
ふ
蕩

爲
め
に
馨

…
す
る
こ
ぐ、
な
く
し
て
、
蕎

ご
・
・
事

・
爲
め
・
馨

…

蓮

で
・

・
.
斯

て
今
・
興

・

疲

的
に
・

.

利
得
。
馨

。
。
み
生
肇

・
の
風
掻

き
、
た
y
畜

に
・

.長

行
・
多
か
ら
ん
を

露

里
k

職
含

レ

～て
は
肚
死
…

が
加
熱

　

製
・
・
爲
・
て
・
之
・
聲
そ

毫
重

書

る
熱
風
旺
　

こ
蓬

で

画
る
の
此
事
に
。
し
て
は
勿
論
あ
ら
。
る
階
級
が
其
の
毒

を
学

べ
・
で
・
・
け
讐

、
嚢

無

職

羅

綾
ぜ
共
。
穿

喜

な
け
れ
ば
・
・。
鬼

蓋
・
義

人
階
級
・
、
工
漿

や
窩

商
人
の
如
ぐ
・
簸

奄

球

繋

柄
で
は
な
-
、

一
緡

會
を
藝
術
的
・
書

す
べ
・
任
務
縷

人
・
負
・
所
・
・
蕃

責
任
策

す
に

芽

蒼

し
む
・
・
羅

蕪

序
蔭

彼
等
・
中
・
春
著

か
毛

あ
る
・

㌧

凡
べ
て
五
口々

は
・叩
物
を
買
・
に
當
り
て
は
蕃

正
當
な
・
値
を
以
・
買
・
、
品
物
表

る
に
嘗

て
は
・
募

「.叩
物
の
質
の
餐

・
馨

の
歪

・
暑

し
て
誇
・
得
・
高

覧

、美

仕
事
を
孕

に
當
り
て
は
・
.饗

に
之

・

'

・



一

焦

し
.
饗
伶
を
爲
す
に
急
ぐ
こ
ε
な
き
を
得

る
慧

に
至
ら
む
こ
巌

・
貿
美

い
な
る
喜

藷

は
な
け
れ
ば

「な
略
ぬ
.
雰

な
る
誇
を
以
て
悠
々
ε
製
作
に
従
事
す
喝
を
得
・
は
、
澗

に
全

の
最
大
穫

・
・
言

　

れ

ば
な
ら

源
。

　
　

一
一
如
何
な
る
藩

が
筆

る
ξ

、
自
己
の
仕
事
を
ば
、
毒

芸

も
の
た
ら
・
め
を

決
.婁

・
職
人
舞

、

　何
禁

藝
璽

で
あ
ら
う
か
.
職
ム

〆<
・・斥・
　

び募

毒

を
飾
ゑ

　

雪

し
で
・
、
効
謬

・
訂

・

　於

で

、
人
生

の
喜
悦
を
言
表

は
す

以
外

に
、
何

の
榮
轡

が
あ

る
か
。
之

ご
反
封

に
、
劣

悪
な

る
仕
事

ざ
効

果
な
.き

一
勢

働

ご
の
中

に
、
何

の
喜

が
宿

り
得

や
う

そ
。
公

正
な
ら

ざ

る
利

得
は
、
之

を
積

め
ば
積

む

ほ
ざ
眞

實

の
職
人
氣

質

(≦

。
「『
已
p
ロ
㎝
三
℃
)
を
傷
け

、
其

の
進

む

べ
き
道

を
塞

ぐ
も

の
た

る
を
忘

れ

て
は
な
ら

狙
。
投

ゴ
金

が
欲
し

い

と

.

い
ふ
の
な
ら

ば
、
千
年

の
老
樹

も
惜

気
な

く
之

を
伐
り
倒

す

が
よ

い
。

古
家

の
美
↓

き
建

築

も
之

を
叩
.き
毀

つ
が

　よ
い
。
そ
し
て
工
場
の
塵
癌

ご
を
以
て
、
麗

し
き
太
陽
を
掩
ひ
、
満
塵

氣
を
汚
す
が
よ
い
・
そ
し
て
之
は
實

に
現
時
の
商
工
主
義
な
る
も

の
」
駕
し
つ
Σ
め
る
所
で
あ
る
。

…
藝
術
は
喜
ば
し
き
自
由

ご
寛
仁
な
る
態
度
ε
そ
し
て
眞
實
ご
に
射
し
て
同
情

を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

皿
魂

。
利
己
主
義
ご
奢
侈

ご
の
下
に
於
.て
は
到
底
藝
術
は
生
永
ら

へ
得
る
も
の
で
な
い
。
真
下
に
孤
立
し
て
濁
占
せ

ら

る
、
を
堪
え
得

る
も
の
で
な
い
。
少
敷
の
者

に
封
ず
る
藝
術
を
必
要

と
せ
ざ
る
こ
ご
は
、
恰
も
少
数
の
者
に
封

…
す
る
教
育
を
必
要

こ
せ
室
、
少
数

の
者

に
劃
す
る
自
由
を
必
要
ご
せ
ざ
る
8
同
様
で
あ
る
。
.

一
論

説

サ
ヰ
リ
ァ
ム
、
兎
リ

ス
の
或
明
襯
ミ
藝
術
親
ピ
労
働
観
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…
論

説
.

9
雫
少
ア
・
、
}

の
斎

馨

窺

轟

魏

・-

第
春

里

號

四
四
v

四
四

聾

す
る
に
断
口々

緩

を
有
た
・
け
れ
・
　

・
。
先
垂
.

・
最

(砲
.火
・
野

慈

墓

上
の
野

詮

　
ヒ

喬

。
す
)
よ
り
暇
を
有
・
な
け
れ
は
な
畠

。
.又
吾
々
の
思
慮
垂

・
す
如
喜

識
　

暇
暑

寒

紘

ぱ

一
な
畠

.
特
に
は
書

に
掌

る
食
慾
　

撃

套

な
け
れ
ば

な
ら
鴨

総
て
砦

の
事
物
よ
り
麗

し
て
・

一

「暇
を
有
す
る
に
於
て
は
、
生
活
方
法
を
改
造
・
て
合
少
し
爵

　

薄

霧

・
・
状
態
畢

る
こ
.ミ

相

落

ち
て
、
五
口
々
は
五
口・
の
彗

星

・
て
愚
輩

・
の
暇
・
享

・
を
得
る
こ
§

な
　

蕩

に
掌

る
呪
咀

一
は
之
ご
共
に
落

し
、
人
各
・
其
の
所
毒

・
各
人
幸
幅
・

な
嬉

ミ

あ
る
客

人
は
も
は
や
他
人
の
僕
婢
.

ご
し
て
之
。
織

す
る
の
必
要
も
?

な
り
、
番

人
も
人
の
主
会

し
て
之
を
叱
咤
す
慮

要
も
な
.く
な
る
・

　各
人
は
愉
快
長

業
・
ぎ

・
藁

・
・
而
・
て
斯
・
・
歌
態
の
下
に
馨

そ
甫
め
て
高
俗
な
髭

的
「

　

騰

塗

れ
出
.。
・
を
得

へ
・
・
あ
る
。
斯
塗

薬
霞

吾
々
の
隻

都
市
を
・
て
・
羅

の
殺
鍛

な
る
状
態

　よ
り
藩

救
ひ
て
、
森
林
の
加
美

し
函

蓼

聖

崇

高
の
も
の
た
ら
し

む

・
で
あ
ら

う
・
そ
し
て
吾
々
の
仕

.

事
。
総

。
、
噛

然

と
調
和
・
・
に
至
-
、
合
理
的

・
、
美
麗
で
・
然
か

も
羅

で
・
、精
神
に
充
ち
た
る
も
の
ε

ろ

一
な

る

で

あ

ら

う

。
.

…
凡
べ
て
斯
か
る
見
地
よ
・
し
て
・
レ
民

は
、
蕃

の
彙

化
を
主
張
レ
・、藝
術
轟

轡

の
合
致
に
吉

て
・

籍

を
し
て
人
生
に
鰯
異

る
鶏

の
・
の
た
・
し
・
、
人
の
カ
の
導

誉

・
め
・
窮

の
麓

の
嚢

た
ら

し

む
ご
同
時
に
、
欝

は
嘉

た
草

し
て
喩
婆

ら
し
め
、
各
人
喜
む
で
之
に
從
ふ
も
の
沓

め
し
ん
手

る

6)ibid,pp.正4-36 .



皿の
で
あ
る
。
而
し
て
法

蓮

を
造
り
出

・
む
が
短
め
に
は
.
桑

竺

欝

・
敏
掌

る
糞

が
あ
る
の
で
あ

」

ぞ

、
そ
の
妻

職

人
ε
し
て
蕩

・
當
り
然
か
も
畠

・
レ
て
濁
妾

・
藝
術
家
た
る
韓

実

は
ざ
る
者

諭

、
乏
を
爲
す
録

は
奄

、
よ
長

鼕

鼕

・
、
先
・
精
欝

改
造
を
行
は
な
け
れ
ば
な
最

手

る
の
で

一
あ
る
。
か
淫

リ
ス
氏
舞

働
ε
藝
術
あ

一
致
を
唱
へ
、
蕩

を
認

の
稟

妻

の
瑳

奪

給

よ
り
救

…
び

、
。
∫
瞥
利
の
護

た
る
轟

　

髪

・
て
、皇

的
な
・
人
生
・
島

行
響

ら
し
め
ん
手

る
糧

は
・

履

に
ぺ
.
チ
良

暫

　

て
璽

・
・
れ
、
・
の
ギ
…

　

ア
'
f

の
嚢

に
翻
す
る
思
想
の
藻

を

一

整

壕

。
至
つ
茨

第
で
あ
・
。
而
し
て
そ
が
動
ず
べ
か
ら
ざ
・
地
歩
を
孕

る
根
雪

る
懸

た
る
こ
`
は
・

画

よ
り
倉

に
於
て
も
響

・
・
所
・
・
ぞ

、
欝

難

・
改
造
辱

に
雇
舞

瑠

の
盤

よ
り
し
て
・
引

き
て
肇

羅

の
肇

に
及
銭

・
審

藩

疲

の
改
造
姦

・
、丈
明
三

羅

を
與

へ
ん
掌

る
こ
毎

現
瞥

於
け
る
嚢

的
嚢

で
あ
・
な
ら
ば
、
吾
等
は
先
づ
…

馨

異

・
・
蕩

萎

に
封
ず
る
趨

槻

を
定

め
て
か

、
ら

な
け
れ

ば
な

ら

澱
の
で
あ

る
。
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I i

So w
-e rent, 

and the street w
as as doll and as com

m
on as

D
ull and dirty the room

. Just over the chairm
ans chair

R
'as a ba=

_t, a Q
uaker's face w

ith nose cocked up in the xir

ought
you 

could 
see;

O
f m

an w
ithout a m

aster, and earth w
ithout. a strife,

A
nd every soul rejoicing in the sw

eet and bitter of life:
O

f peace and good-w
ill Ire toled, and 1 knew

 that in faith he spoke,
13ut this w

ord ~-,ere m
y very thoughts, and I saw

 the bottle aw
ake,

.'ind I follow
ed from

 end to end; 
and trium

ph 
grew

 in m
y heart

A
s he called on eadt 

that heard him
 to rise and play his part

Iq the tale of the ne~.v-toled gospel, lest as slates they should lice and die.

(Pilgrim
s of H

ope;

g[iC
gig:


